
起点 新栄公民館🚻（駐車時は公民館に一声かけて）  約５．６キロ　平坦

見所 新旧入り混じる住宅街、地蔵信仰、農村風景、物流基地としての鍋島駅
コース概略 ①新栄公民館 すぐ東へ、突き当り左

　更に右へ、国道２０８号線を左、『新栄小学校前』🚥を右（東）へ

②小学校の東側の道を右（南）、車進入禁止の看板のところから左へ
③橋の先に　中折御茶屋跡　江戸末期の殿様の休息施設の一つ
④台場地蔵尊　元治元年建立、地元の方に大事にされているお地蔵様
⑤すぐ先の小さな水路の手前道を東の土手に上がり左、若宮神社
⑥右の横断歩道を渡り左（西）へ　北組地蔵尊（明和３年建立）
⑦しばらく大通り（新栄通り）を歩く　マンションの先を右（北）へ
⑧八戸上天満宮　神像は道真公が唐に渡った時の道服姿
⑨新栄北集会所、斜め向かいに新栄公園（トイレ無し）
⑩西に向かい突き当り高架を右、左に抜ける道、先の水路南を一直線に
⑪坂井地蔵尊　宝暦７年（１５７３年）建立
⑫奥に西久保弘道生家跡（警視総監、貴族院議員、東京市長歴任）
⑬そのまま西やや右そのまま道なりに
⑭鍋島駅のコンテナヤードを眺めながら西へ進む

⑮高架を抜けた先に天神公園🚻

⑯⑮を抜けて左へすぐ深町天神社　庚申塚、大神宮、馬頭観音石碑

⑰慈眼寺　を抜けたら右高架側道を右『流通センター前』🚥を左（東）

⑱廣福寺（子安地蔵他石像あり）の南の歩道を渡り一気に南へ
⑲先の橋を渡ると前方に新栄公民館が見える。道なりに。ゴール。

コースNo.96新栄校区の地蔵さん、落ち着いた家並み、物流のダイナミズムを感じて
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③補足　茶屋は他に十五、水ケ江、欄干、神野にあり
　　　コース担当　田中、中岡 ⑲
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